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「 SPLENDOR (Sustainable Peace Leader 
Enhancement by Nurturing Development of 
Research)PLAN 2017」を策定し、平和実現の責
務を果たす大学の長期ビジョンを作成、反映致し
ました。これまで以上に、人間、社会、文化、食
料、環境、自然の持続性に関連する全ての既存の
学問領域を包含し、平和の構築に限りなくチャレ
ンジする新しい平和科学の理念、すなわち「持続
可能な発展を導く科学」を展開し、「100 年後に
も世界で光り輝く大学」として責務を果たす所存
でおります。 
本シンポジウムを主催します平和科学研究セ
ンターには、川野徳幸センター長を中心に、その
担い手として大いに期待しているところであり
ます。「ヒロシマ」の理念を基盤とした原爆・被
ばくに関する研究、同時に平和構築などの分野に
おける平和研究に特に力を入れて頂きまして、広
島の平和、日本の平和研究を牽引してもらいたい
と思っております。 
改めまして、本日のご参加を心から歓迎致しま
すとともに、本日のシンポジウムが実り多きもの
となりますよう、皆さまのご協力をお願いしまし
て、開会のあいさつに代えさせて頂きます。どう
も有難うございました。 
 
広島大学 国際交流担当副学長 
丸山 恭司 
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